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さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
展
開
し
、

昨
年
で
創
立
30
周
年
を
迎
え
た「
精
神

障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ど
ん
ぐ

り
グ
ル
ー
プ
」。

　

そ
の
原
点
は
、
昭
和
57
年
に
清
瀬
・

東
久
留
米
市
の
精
神
障
害
者
を
抱
え
る

家
族
に
よ
っ
て
、
東
久
留
米
市
に
創

設
さ
れ
た
精
神
障
害
者
家
族
会「
蒼
空

会
」に
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
61

年
に「
福
祉
工
房
ど
ん
ぐ
り
の
家
」（
東

久
留
米
市
・
現
ど
ん
ぐ
り
の
家
）
を
、

平
成
元
年
に
は「
福
祉
工
房
清
瀬
ど
ん

ぐ
り
の
家
」（
清
瀬
市
・
現
清
瀬
ど
ん

ぐ
り
の
家
）を
開
設
し
、
家
族
会
の
願

い
で
も
あ
る「『
１
日
で
も
早
く
・
一

人
で
も
多
く
』病
院
か
ら
の
退
院
促
進
、

そ
の
た
め
に
必
要
と
す
る
地
域
で
の
受

け
皿
づ
く
り
」を
目
標
に
、
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
家
族
会
の
会
員
も
100
人

を
超
え
、
３
市（
清
瀬
・
東
久
留
米
・

所
沢
）に
て
、
23
事
業
所
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

このコーナー

は、市内在住の

市民編集委員が

清瀬に関連する

施設や事業者を

巡って、清瀬の

まちの特徴を紹

介します。

～共生社会を目指す「清瀬どんぐりの家」～
「自分たちにできることで一歩ずつ前へ」

30
周
年
を
迎
え
た

「
ど
ん
ぐ
り
」
グ
ル
ー
プ

取

材

を

終

え

て

市民編集委員

山本美香さん
（竹丘在住・主婦）

26・5・1

　
街
の
所
々
で「
ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ど
ん
ぐ
り
」や「
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
ど
ん
ぐ
り
」と
い
っ
た
お
店
を
見
か
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
ら
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
が
自
由
に
、
安
心
し
て
地

域
生
活
を
送
り
、
就
労
・
生
活
・
相
談
に
つ
い
て
も
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
２
つ
の
家
族
会（
蒼
空
会
・
所

沢
蒼
空
会
）と
２
つ
の
社
会
福
祉
法
人（
椎
の
木
会
・
所
沢

し
い
の
き
会
）を
母
体
と
し
て
活
動
す
る
、
地
域
生
活
支
援

グ
ル
ー
プ
事
業
の
一
環
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
事
業
の
一
つ
と
し
て
活
動
す
る

「
清
瀬
ど
ん
ぐ
り
の
家
」（
野
塩
四
丁
目
）を
紹
介
し
ま
す
。病院からの退院、そして、地域での受け皿づくりに向けた取り組みを行う

「清瀬どんぐりの家」（写真奥）と「ベーカリーショップどんぐり野塩店」

　

あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
障
害
の
あ
る
方

が「
社
会
の
な
か
で
自
分
に
役
割
を
与

え
ら
れ
た
時
が
、
何
よ
り
の
生
き
が
い

で
あ
り
、
喜
び
に
つ
な
が
り
ま
す
」と

言
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
に
共
通
し
て

言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

誰
も
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現

で
き
、
多
様
な
立
場
・
価
値
観
を
容
認

で
き
る
社
会
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
あ
り
方
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

清
瀬
ど
ん
ぐ
り
の
家
☎
493
・

０
２
１
０

今回お話しいただいた
熊谷さん

こ
こ
ろ
の
病
と

福
祉
の
あ
ゆ
み

こ
こ
ろ
の
病
は
今

　

平
成
25
年
版「
障
害
者
白
書
」（
内
閣

府
調
べ
）に
よ
る
と
、
何
ら
か
の
精
神

疾
患
で
医
療
機
関
に
か
か
る
患
者
数

は
320
万
人
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
疾
病
別
内
訳
を
見
る
と「
気
分
障

害（
躁
う
つ
病
を
含
む
）」が
92
・
９
万

人
、「
統
合
失
調
症
、
統
合
失
調
症
型

障
害
及
び
妄
想
性
障
害
」が
53
・
９
万

人
、「
神
経
症
性
障
害
、
ス
ト
レ
ス
関

連
障
害
及
び
身
体
表
現
性
障
害
」
が

56
・
５
万
人
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」

が
32
・
５
万
人
、「
て
ん
か
ん
」が
20
・

９
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地

域

と

の

交

流

　

精
神
障
害
者
に
関
す
る
法
律
は
、
昭

和
25
年
に
制
定
さ
れ
た「
精
神
衛
生
法
」

に
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
法
律
は
、
精
神
障
害
者

を
社
会
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
が
目
的
で

次
の
ス
テ
ッ
プ

に
向
か
っ
て

　

今
後
の
事
業
課
題
と
し
て
熊
谷
さ
ん

は
、
高
齢
者（
親
な
き
後
の
障
害
者
）

の
居
場
所
づ
く
り
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
事
業（
包

括
型
地
域
生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
多

職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
活
動
を
中
心

と
し
た
24
時
間
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
）の

制
度
化
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
活
動
は
、
ま
だ
途
中
で

す
。
ま
ず
は
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「清瀬どんぐりの家」で手作りされたお
弁当やパン（ベーカリーショップどんぐ
り野塩店）

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
施
設
長
の
熊
谷

ス
ミ
エ
さ
ん
は
、「
こ
こ
ろ
の
病
は
、

健
康
な
人
で
も
過
度
な
ス
ト
レ
ス
や
環

境
の
変
化
に
よ
っ
て
発
病
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、
特
別
な
病
気
で
は

な
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
話
さ
れ
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
の
病
」
は
、
そ
の
原
因
に

よ
っ
て
、
外
因
性
・
心
因
性
・
内
因
性

の
三
つ（
ま
た
は
、
い
ず
れ
か
が
合
わ

さ
る
）に
分
類
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
「
外
因
性
」と
は
、「
事
故
で
頭
を
打

～ 

原
点
は
「
家
族
会
」
の

切
な
る
思
い 

～

あ
る
か
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
62
年
に「
精
神
保
健
法
」
に

名
称
が
変
更
さ
れ
、
当
事
者
へ
の
人
権

の
配
慮
や
、本
人
の
同
意
に
よ
る
入
院
、

措
置
入
院
、
医
療
保
護
入
院
な
ど
の
入

院
の
形
態
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
同
時
に
当
事
者
の
社
会
復
帰
の
促

進
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
平
成
７
年
に
は
、「
精
神
保
健

及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法

律
」（
精
神
福
祉
保
健
法
）
に
改
定
さ

れ
、
私
た
ち
国
民
に
対
し
て
も
理
解
と

協
力
を
求
め
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。（
参
考
資
料
：
福
祉
行
政
法
令

研
究
会
著「
障
害
者
自
立
支
援
法
が
よ

～
く
わ
か
る
本
」）

～ 

笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
す

事
業
を
展
開 

～

　
「
清
瀬
ど
ん
ぐ
り
の
家
」
に
通
所
す

る
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在
39
人
。
配
食
や

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
、
内
職
な
ど
、
多
岐

に
渡
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

１
階
の
調
理
場
・
工
房
で
は
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
お
弁
当
や
パ
ン
を
手

作
り
し
、
配
達
・
配
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
階
の
軽
作
業
場
で
は
、
紙
袋

の
ヒ
モ
付
け
や
ギ
フ
ト
箱
作
り
、
古
紙

回
収
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

併
設
さ
れ
る「
ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ョ
ッ

プ
ど
ん
ぐ
り
」な
ど
の
パ
ン
は
全
て
生

地
か
ら
作
る
と
の
こ
と
。
当
初
は
、
技

術
も
な
く
試
行
錯
誤
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
で
は
設
備
も
整
い
、
専
門
の

職
人
さ
ん
も
加
わ
り
、
デ
ニ
ッ
シ
ュ
や

天
然
酵
母
系
な
ど
20
種
類
以
上
の
パ
ン

の
製
造
・
販
売
や
喫
茶
を
営
業
し
、
市

内
の
全
公
立
保
育
園
に
も
納
品
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
他
に
は
移
動
販
売
店

・
販
売
車
な
ど
も
あ
り
、
地
域
の
方
と

の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
茶
の
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
る
職
員
の

高
石
さ
ん
は
、「
焦
ら
ず
落
ち
着
く
、

お
待
た
せ
し
な
い
な
ど
、
一
般
就
労
に

近
い
場
面
を
提
供
で
き
る
よ
う
心
掛
け

る
と
と
も
に
、
こ
の
場
が
社
会
参
加
へ

の
第
一
歩
と
な
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き

た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

つ
」「
脳
血
管
障
害
で
倒
れ
た
」
な
ど
、

脳
の
損
傷
が
原
因
と
な
る
場
合
で
す
。

事
故
な
ど
に
よ
る
外
傷
で
は
頭
痛
や
け

だ
る
さ
の
症
状
が
、
脳
血
管
障
害
で
は

認
知
症
や
記
憶
障
害
な
ど
の
症
状
が
顕

著
に
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
心
因
性
」
は
、
大
き
な
心
理
的
シ

ョ
ッ
ク
か
ら
引
き
起
こ
る
症
状
で
す
。

身
近
な
人
の
死
や
環
境
の
変
化
な
ど
で

発
症
す
る「
神
経
症
性
障
害
」「
ス
ト
レ

ス
関
連
障
害
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

主
症
状
は「
不
安
」
で
す
。
い
く
つ
か

の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
漠
然
と
し
た
不
安

が
つ
き
ま
と
う「
不
安
神
経
症
」、
高

所
・
閉
所
・
不
潔
な
ど
対
象
が
は
っ
き

り
し
て
い
る「
恐
怖
症
」、
心
理
的
不

安
が
体
や
知
覚
を
ま
ひ
さ
せ
る「
ヒ
ス

テ
リ
ー
」な
ど
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、「
内
因
性
」
で
代
表
的
な

障
害
が「
統
合
失
調
症
」
で
す
。
幻
覚

や
妄
想
に
悩
ま
さ
れ
る
状
態（
陽
性
症

状
）と
意
欲
低
下
や
ひ
き
こ
も
る
状
態

（
陰
性
症
状
）
が
あ
り
、
そ
の
原
因
は

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
時
点
で

脳
に
い
く
つ
か
の
軽
度
の
変
化
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
医
療
的
な
ケ
ア
と
と
も
に
本
人
を

理
解
す
る
身
近
な
存
在
、
心
理
・
日
常

面
で
支
え
る
援
助
者
の
存
在
が
と
て
も

重
要
で
す
。
適
切
な
治
療（
薬
物
療
法

・
精
神
療
法
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

が
継
続
さ
れ
て
い
れ
ば
、
症
状
は
抑
え職人さんの協力の下、生地から手作りさ

れる「パン工房」

「ベーカリーショップどんぐり野塩店」
の喫茶コーナー

ら
れ
ま
す
」と
熊
谷
さ
ん
は
話
さ
れ
ま

し
た
。


